
62

結
婚
、
出
産
、
子
育
て
。
人
生
に
と
っ
て
大
き

な
喜
び
で
あ
る
と
と
も
に
、
家
族
に
対
し
て
新
た

な
責
任
を
感
じ
る
時
で
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
わ
な
い
親
は
い

ま
せ
ん
。
で
も
、
厳
し
い
現
実
に
向
き
合
わ
ざ
る

を
得
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
を
想

定
し
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
、
事
前
の
準
備

を
考
え
る
の
が
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
役
割
で
す
。

職
場
で
は
、
P
D
C
A
す
な
わ
ち
「
プ
ラ
ン

（plan

）」「
実
行
（do

）」「
評
価
（check

）」「
改

善
（act

）」
と
い
う
循
環
的
な
事
業
推
進
の
手
法

が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
事
業
推

進
に
あ
た
っ
て
は
、
常
に
見
直
し
の
視
点
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
同
様
に
、
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
も
一
度
作
れ
ば
そ
れ
を
忠
実
に
実
践
す
れ
ば
よ
い

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。定
期
的
に
評
価
し
、

プ
ラ
ン
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

人
生
の
状
況
は
常
に
変
化
し
、
変
化
に
応
じ
た
対

応
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

ま
ず
、教
育
に
要
す
る
費
用
で
す
。図
表
1
で
は
、

幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
の
費
用
と
、
大
学
で
か
か

る
費
用
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
て
い
ま
す
。
幼
稚

園
か
ら
高
校
ま
で
に
か
か
る
費
用
は「
公
立
」と「
私

立
」の
2
区
分
で
す
。
こ
れ
は
費
用
の
か
か
り
方
が
、

公
立
か
私
立
か
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
で
す
。

さ
ら
に
、
大
学
で
か
か
る
費
用
は
、
国
立
、
私

立
文
系
、
私
立
理
系
、
私
立
医
歯
科
系
の
4
つ
に

区
分
し
て
い
ま
す
。
国
立
と
私
立
医
歯
科
系
は
初

年
度
だ
け
で
も
4
0
0
万
円
以
上
の
差
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
時
期
が
、
住
宅
ロ
ー
ン

返
済
時
期
や
老
後
資
金
形
成
時
期
と
重
な
る
の
が

悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
は
モ
デ
ル
世
帯
を
例
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
、
教
育
費
が
老
後
資
金
に
ど
の
よ
う
に
影
響

を
及
ぼ
す
の
か
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

モ
デ
ル
世
帯
の
設
定
は
、
夫
42
歳
、
妻
39
歳
、

長
男
8
歳
、
長
女
5
歳
の
4
人
家
族
で
す
。
妻
も

仕
事
を
続
け
る
こ
と
と
し
、
妻
の
収
入
を
月
20
万

子
育
て
期
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
で
、
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
は
2
つ
あ
り
ま
す
。
1
つ
は
子
ど
も
た
ち
の

成
長
に
要
す
る
費
用
、
具
体
的
に
は
教
育
費
で
す
。

も
う
1
つ
は
、
万
が
一
の
時
の
た
め
の
準
備
で
す
。

大
黒
柱
で
あ
る
働
き
手
に
も
し
も
の
こ
と
が
あ
っ

た
時
、
残
さ
れ
た
家
族
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

少
な
く
と
も
、
経
済
的
な
困
窮
か
ら
教
育
を
受
け

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
避
け
た
い

も
の
で
す
。

教
育
費
が
家
計
に
及
ぼ
す
影
響
と
は

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
る
上
で
は
、
よ
く
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
手
法
を
用
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン

上
で
の
計
算
で
す
が
、
自
分
た
ち
の
生
活
が
今
後

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
、
現
役
時
代
、
定

年
退
職
後
ま
で
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

具
体
的
に
、
教
育
費
が
家
計
や
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

実
践
！
役
立
つ
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
づ
く
り
〈
第
２
回
〉

教
育
費
や
保
険
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
？

─
子
育
て
期
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
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円
で
設
定
し
て
い
ま
す
。
夫
の
収
入
と
合
わ
せ
て

世
帯
年
収
と
し
て
は
8
9
0
万
円
。
資
産
は
持
ち

家
と
郵
便
貯
金
3
0
0
万
円
。
一
方
、
住
宅
ロ
ー

ン
は
3
0
0
0
万
円
の
借
り
入
れ
で
返
済
期
間
25

年
で
す
。

夫
の
定
年
は
60
歳
で
退
職
金
は
2
5
0
0
万

円
。
年
金
受
給
は
65
歳
か
ら
で
す
が
、
60
歳
か
ら

は
働
か
な
い
と
い
う
設
定
で
あ
る
た
め
、
5
年
間

は
無
収
入
と
な
り
ま
す
。
当
然
、
定
年
後
か
ら
年

金
受
給
開
始
ま
で
働
く
こ
と
に
す
る
と
、
条
件
は

大
き
く
変
化
し
ま
す
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
進
路

を
3
つ
の
ケ
ー
ス
に
分
け
て
い
ま
す
。

●
ケ
ー
ス
1　

高
校
か
ら
私
立
で
大
学
進
学

●
ケ
ー
ス
2　

す
べ
て
公
立
で
大
学
進
学

●
ケ
ー
ス
3　

す
べ
て
公
立
で
高
校
卒
業
後
独
立

そ
れ
で
は
、
各
ケ
ー
ス
の
教
育
計
画
別
貯
蓄
残

高
の
推
移
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
（
図
表
2
）。
グ

ラ
フ
は
横
軸
が
家
族
の
年
齢
、
縦
軸
が
貯
蓄
残
高

で
す
。
な
お
、
子
ど
も
2
人
は
い
ず
れ
も
同
じ
ケ

ー
ス
と
い
う
条
件
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
ま

す
。
夫
60
歳
で
貯
蓄
高
が
飛
び
上
が
っ
て
い
る
の

は
、
退
職
金
収
入
に
よ
る
も
の
で
す
。
42
歳
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
子
ど
も
た
ち
が
大
学
入
学
す
る
ま

で
は
順
調
に
貯
蓄
残
高
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

大
学
入
学
に
よ
っ
て
変
化
が
生
じ
ま
す
。

最
も
費
用
の
か
か
る
ケ
ー
ス
1
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
大
学
を
卒
業
す
る
ま
で
、
貯
蓄
残
高
が
増

え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
退
職
金
に
よ
っ
て
貯

蓄
残
高
は
一
時
的
に
増
え
ま
す
が
、
退
職
後
は
貯

蓄
残
高
が
減
り
続
け
、
夫
76
歳
で
貯
蓄
残
高
は
ゼ

ロ
と
な
り
ま
す
。

ケ
ー
ス
2
で
の
貯
蓄
残
高
は
、
夫
81
歳
で
ゼ
ロ

に
な
り
ま
す
。

ケ
ー
ス
3
で
は
、
貯
蓄
残
高
ゼ
ロ
と
な
る
の
は

夫
85
歳
の
時
で
す
。

以
上
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
2
人
の
子

ど
も
の
大
学
進
学
に
か
か
る
教
育
費
用
の
有
無
が
、

老
後
生
活
資
金
の
約
10
年
分
に
相
当
す
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
60
歳
で

働
く
の
を
や
め
て
い
ま
す
か
ら
、
60
歳
で
定
年
退

職
後
も
再
雇
用
で
働
く
こ
と
に
よ
り
、
年
金
受
給

開
始
ま
で
の
収
入
を
確
保
で
き
れ
ば
、
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
結
果
は
5
年
先
送
り
で
き
ま
す
。
ケ

ー
ス
1
で
は
81
歳
、
ケ
ー
ス
2
で
86
歳
、
ケ
ー
ス

3
で
90
歳
と
な
り
ま
す
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
く
ま
で
も
計
算
上
の
こ

と
で
す
か
ら
、
実
際
の
生
活
で
は
、
毎
年
、
貯
蓄

＜幼稚園～高校＞（文部科学省「子ども学習費調査（平成22年度）」）

種別 学習費総額 通学期間合計

幼稚園
公立 23万円 69万円（3年）

私立 54万円 162万円（3年）

小学校
公立 30万円 180万円（6年）

私立 147万円 882万円（6年）

中学校
公立 46万円 138万円（3年）

私立 128万円 384万円（3年）

高校
公立 39万円 117万円（3年）

私立 92万円 276万円（3年）

※学校種別の学習費
※表記の各費用は文部科学省調査の元データ（円単位まで表示）を1万円未満で四捨五入処理をして表

示しているので合計値に誤差が生じています
※上記費用には次のものが含まれています
・学校教育費　子どもに学校教育を受けさせるために支出した費用（授業料・入学金・学用品費・通学

用品費など）
・学校給食費　幼稚園・小学校・中学校において、保護者が給食費として学校に納付した経費
・学校外活動費　保護者が子どもの学校外活動のために支出した経費

＜大学＞（文部科学省、国立大学：平成22年度、私立大学：平成22年度）

入学金 授業料 施設設備費 初年度合計 2年目以降

国立 28万円 54万円 − 82万円 54万円

私立文系 25万円 74万円 16万円 115万円 90万円

私立理系 27万円 104万円 19万円 150万円 123万円

私立医歯科系 102万円 298万円 89万円 489万円 387万円

※表記の各費用は文部科学省調査の元データ（円単位まで表示）を1万円未満で四捨五入処理して表示
しているので合計値に誤差が生じています

図表1　子どもにかかる教育費
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残
高
を
見
な
が
ら
支
出
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
を
見
て
将
来

へ
の
不
安
が
大
き
け
れ
ば
、
支
出
は
当
然
絞
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ど
の
よ
う
な
教
育
を
受
け
さ
せ
る
の
か

昨
今
は
、
子
ど
も
の
教
育
に
も
、
費
用
対
効
果

を
考
え
る
時
代
に
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
従
来

は
、
子
ど
も
の
教
育
に
か
か
っ
た
費
用
と
、
子
ど

も
が
就
職
後
に
獲
得
で
き
る
生
涯
賃
金
に
は
相
関

関
係
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
京
都
大
学
経
済
研
究
所
に
よ
る
と
、

高
額
納
税
者
の
学
歴
は
大
学
院
・
大
学
卒
が
76
％

を
占
め
高
学
歴
で
す
が
、
そ
の
父
親
は
大
学
院
・

大
学
卒
が
39
％
、
高
卒
・
中
卒
23
％
で
す
（『
日

本
の
お
金
持
ち
研
究
』
橘
木
俊
詔
・
森
剛
志
著
、

日
本
経
済
新
聞
出
版
社
刊
）。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
結
果
は
過
去
の
話
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
も
同
様
に
、
お
金
を
稼
ぐ

能
力
と
学
歴
が
密
接
に
関
係
す
る
か
ど
う
か
は
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

確
実
な
の
は
、
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
る
専
門

性
を
持
っ
た
職
業
に
就
く
こ
と
で
、
そ
の
た
め
に
学

歴
が
必
要
か
ど
う
か
で
す
。
ど
の
職
業
で
も
必
ず
学

歴
が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
高
額
な
費
用
を
か
け
て
大
学
進
学

を
す
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
の
か
ど
う
か
、
十
分
な

検
討
を
要
す
る
と
思
い
ま
す
。
高
校
卒
業
で
職
に
就

き
、
在
職
中
に
学
歴
を
取
得
す
る
と
い
う
選
択
肢

も
一
考
の
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

教
育
費
は
い
く
ら
準
備
す
れ
ば
い
い
の
か

将
来
、
子
ど
も
に
ど
の
よ
う
な
教
育
を
受
け
さ

せ
る
か
と
は
別
に
、
と
り
あ
え
ず
教
育
費
の
準
備

だ
け
は
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。
ス
タ
ー
ト
は
子

ど
も
の
誕
生
と
同
時
が
理
想
で
す
。
が
、
す
で
に

お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
気
付
い
た
時
点

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
て
「
い
つ
」

「
い
く
ら
」
必
要
に
な
る
か
を
、
表
な
ど
に
書
き

込
み
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
「
い
つ
ま
で
に
、
い

く
ら
貯
め
る
か
」
と
い
う
目
標
額
を
設
定
し
ま

す
。
高
校
ま
で
の
教
育
費
は
、
公
立
か
私
立
に
よ

っ
て
違
い
ま
す
が
、
大
学
に
か
か
る
費
用
は
国
公

立
も
私
立
も
年
間
1
0
0
万
円
前
後
か
か
る
も
の

と
考
え
て
お
い
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
大
学
4

年
間
と
し
て
年
1
0
0
万
円
、
合
計
で
5
0
0

～
6
0
0
万
円
必
要
に
な
る
の
で
、
貯
蓄
と
し
て

は
半
分
の
3
0
0
万
円
程
度
を
目
標
に
、
残
り
の

3
0
0
万
円
は
な
ん
と
か
工
面
す
る
こ
と
で
す
。

子
ど
も
が
2
人
以
上
の
場
合
、
無
理
の
な
い
金

額
と
し
て
、
当
面
は
大
学
の
初
年
度
費
用
と
し
て

1
人
2
0
0
万
円
、
2
人
で
4
0
0
万
円
程
度
を

目
標
に
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

教
育
費
の
よ
う
に
使
う
時
期
が
決
ま
っ
て
い
る

お
金
を
貯
め
る
に
は
、
毎
月
一
定
額
を
コ
ツ
コ
ツ

積
み
立
て
る
と
い
う
「
泥
臭
さ
」
が
基
本
で
す
。

必
ず
必
要
に
な
る
お
金
で
す
か
ら
、
確
実
に
、
な

り
ふ
り
か
ま
わ
ず
と
い
う
の
が
原
則
で
す
。

教
育
費
の
目
標
額
と
時
期
が
決
ま
れ
ば
、
年
間

目
標
額
も
決
ま
り
ま
す
。
あ
と
10
年
で
4
0
0
万

円
で
あ
れ
ば
、
1
年
間
に
40
万
円
、
毎
月
3
万

5
0
0
0
円
の
積
み
立
て
で
目
標
達
成
で
す
。
も

し
、
児
童
手
当
を
も
ら
っ
て
い
れ
ば
、
毎
月
の
児

童
手
当
を
貯
め
続
け
る
と
い
う
手
も
あ
り
ま
す
。

国
の
教
育
ロ
ー
ン
や
奨
学
金
の
活
用

教
育
費
の
積
み
立
て
が
間
に
合
わ
な
い
、
ま
た

は
不
十
分
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、

6000
貯蓄残高（単位：万円）

ケース1：高校から私立
ケース2：全て公立
ケース3：高校卒

5000

4000

3000

2000

1000

0

－1000

42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92
39 41 43 45 47 49 51 53 55 57 59 61 63 65 67 69 71 73 75 77 79 81 83 85 87 89
8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58
5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49 51 53 55

夫の年齢（歳）
妻の年齢（歳）
長男の年齢（歳）
長女の年齢（歳）

図表2　教育計画別貯蓄残高の推移
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教
育
ロ
ー
ン
と
奨
学
金
の
活
用
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

教
育
ロ
ー
ン
は
、
ま
ず
は
国
の
制
度
か
ら
活
用

し
た
い
も
の
で
す
。

国
の
教
育
ロ
ー
ン
に
は
日
本
政
策
金
融
公
庫
の

「
教
育
一
般
貸
付
」
が
あ
り
ま
す
。
借
入
金
の
使
途

は
、
授
業
料
や
入
学
金
だ
け
で
な
く
、
受
験
費
用

や
入
学
に
伴
う
下
宿
費
用
な
ど
も
対
象
と
な
り
ま

す
。
返
済
期
間
は
原
則
と
し
て
最
長
15
年
で
、
在

学
期
間
に
つ
い
て
は
元
金
返
済
を
据
え
置
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
据
え
置
き
期
間
は
返

済
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
。
国
の
教
育
ロ
ー
ン
を
利

用
す
る
場
合
に
は
、
保
証
人
を
た
て
る
か
、
教
育

資
金
融
資
保
証
基
金
の
保
証
を
利
用
す
る
か
ど
ち

ら
か
に
な
り
ま
す
。
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金
を

利
用
す
る
場
合
に
は
、
別
途
保
証
料
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
利
用
で
き
る
人
は
、
保
護
者
が
給
与
所

得
者
で
子
ど
も
1
人
だ
と
年
収
7
9
0
万
円
以
内

の
人
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
融
資
額
は
学
生
・

生
徒
1
人
に
つ
き
3
0
0
万
円
以
内
で
、
利
率
は

年
2
・
65
％
で
す
（
平
成
24
年
5
月
16
日
現
在
）。

奨
学
金
な
ら
、
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の
と
し

て
、
日
本
学
生
支
援
機
構
に
よ
る
奨
学
金
制
度
が

あ
り
ま
す
。
無
利
子
貸
与
の
「
第
1
種
奨
学
金
」

と
有
利
子
貸
与
の
「
第
2
種
奨
学
金
」（
き
ぼ
う

21
プ
ラ
ン
、
在
学
中
は
無
利
子
）
の
2
種
類
で

す
。
い
ず
れ
も
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

な
優
れ
た
学
生
に
貸
与
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
第
2
種
奨
学
金
の
基
準
は
比
較
的
ゆ
る
や
か

で
、
有
利
子
も
民
間
の
教
育
ロ
ー
ン
よ
り
も
低
利

で
す
。
第
2
種
の
利
率
は
年
3
％
が
上
限
、
平
成

24
年
度
の
大
学
（
国
公
立
、自
宅
通
学
）
の
場
合
、

①
結
婚
し
て
子
ど
も
が
で
き
る
ま
で
の
時
期

　

─
家
族
形
成
期

家
族
形
成
期
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
、

妻
が
子
育
て
に
専
念
す
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
時
期
に
稼
ぎ
手
が
亡
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
子
ど
も
が
小
さ
く
手
の
か
か
る

時
期
だ
と
母
親
は
働
く
こ
と
が
で
き
ず
、
か
と
い

っ
て
収
入
が
あ
り
ま
せ
ん
。
公
的
年
金
制
度
か
ら

の
遺
族
保
障
だ
け
で
す
べ
て
事
足
り
れ
ば
問
題
は

な
い
の
で
す
が
、
実
際
に
は
民
間
生
命
保
険
を
活

用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
子
ど
も
が
成
長
し
、
独
立
す
る
ま
で
の
時
期

　

─
家
族
成
熟
期

家
族
成
熟
期
に
な
る
と
、
子
ど
も
の
成
長
と
と

も
に
必
要
保
障
額
が
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
が
義
務
教
育
期
間
を
過
ぎ
れ
ば
、
つ
ま
り

15
歳
に
な
れ
ば
働
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
と

い
っ
て
も
、
実
際
に
は
子
ど
も
が
大
学
を
卒
業
し

独
立
す
る
ま
で
の
期
間
は
教
育
費
を
保
障
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
生
命
保
険
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

③
子
ど
も
が
独
立
し
、
夫
婦
2
人
に
な
る
時
期

　

─
家
族
縮
小
期

家
族
縮
小
期
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
独
立
し
、

家
計
を
支
え
る
度
合
い
は
低
く
な
る
一
方
、
65
歳

を
過
ぎ
る
と
本
格
的
に
公
的
年
金
の
給
付
が
は
じ

ま
り
ま
す
。
生
命
保
険
が
不
要
と
な
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
す
が
、
保
険
金
よ
り
保
険
料
で
考
え
が

ち
で
す
。
む
し
ろ
、
世
帯
と
し
て
は
医
療
保
険
に

ニ
ー
ズ
が
移
行
す
る
時
期
と
い
え
ま
す
。

1
カ
月
3
万
円
・
5
万
円
・
8
万
円
・
10
万
円
・

12
万
円
の
5
種
類
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。
第
1
種
、

第
2
種
と
も
、
希
望
に
よ
り
入
学
時
特
別
増
額
貸

与
奨
学
金
50
万
円
ま
で
あ
り
ま
す
。
教
育
ロ
ー
ン

と
同
じ
よ
う
に
、
保
証
人
を
た
て
る
か
、
機
関
保

証
制
度
を
使
う
か
の
い
ず
れ
か
が
必
要
と
な
り
ま

す
。大

黒
柱
の
万
が
一
に
備
え
る

生
命
保
険
の
活
用

子
育
て
期
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
で
、
教
育
費
以
外

に
も
う
一
つ
重
要
な
の
が
、
万
が
一
の
時
の
た
め
の

準
備
で
す
。
大
黒
柱
で
あ
る
働
き
手
に
も
し
も
の

こ
と
が
あ
っ
た
時
、
活
用
で
き
る
の
が
生
命
保
険

で
す
。
生
命
保
険
は
経
済
的
な
保
障
を
行
う
た
め

の
も
の
で
、
残
さ
れ
た
家
族
が
い
る
場
合
に
生
命

保
険
は
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
経
済
的
な
保
障
が
不
要
な
ほ
ど
の
大
金
持

ち
で
あ
れ
ば
、生
命
保
険
は
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
ど
の
よ
う
に
生
命
保
険
を
活
用
す
れ
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、保
障
さ
れ
る
金
額
が
、

ど
の
程
度
、
家
族
に
と
っ
て
役
立
つ
も
の
で
あ
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
す
。
具
体
的
に
は
「
死

亡
時
に
必
要
と
さ
れ
る
保
障
額
が
い
く
ら
に
な
る

か
」
を
把
握
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
必
要
死
亡
保

障
額
は
、
家
族
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
変

化
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
家
族
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
と
必
要
死
亡
保
障
額
を
時
間
軸
に
沿
っ
て
考
え

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

具
体
的
な
時
期
と
し
て
は
、
次
の
3
区
分
と
な

り
ま
す
。


